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（????
〈一歩踏み込んでの右小手打撃〉　鍛練者の過程
　第II期
（竹刀最高位） 第V期（打撃終了）
④　鍛練者
　㈲　起りの姿勢
　　　上体は初等度程に後倒し左右大腿の差が小で近づいている。
　　　上腿は中等度と同傾向を示している。
　回　第1期
　　　　　　　　　　　　　　一42一
　　振り上げに入ると上体がやや前倒し右大肢角度が小・右膝角度が大と
　なって前に伸びている。
囚　第皿期
　　竹刀最高位になると上体は真直ぐ迄，前倒し左手首角度は直角程度に
　屈り左前腕角度は余り小とならず屈りが少ない。
　　右膝角度が小となって屈り腰が前に移動してきている。
＠　第皿期
　　振り下ろしに入ると上体はわずかに後倒し左上腕角度だけがやや小と
　なって振り下ろされ右膝角度・右大腿角度が小となって深く前に屈って
　出ている。
姻、唱第IV期’
　　上体はわずかに後倒し左手首角度がやや大となり左前腕角度は変化せ
　ず左大腿角度が小となって腰が前に出て前足（右足）に引き付けられて
　きている。
囚　第V期
　＋土体はやや後倒して起りの姿勢時，程度となり右膝角度が大となって
　大きく前に出て，右足参着いて打撃しており，足幅広くなっているが前
　足が深く相手の方に近づいている。
〔N〕測定結果に対する考察
　測定結果によるとその場における右小手打撃，一歩踏み込んでの右小手打撃
姿勢の角度の変化に於いても明らかな相違が見られた。この相違或は関連を順
を追って考察してみると次の様に考察出来る。
（O「その場における右小手打撃」一結果の考察一
　振り上げにおいては未経験者，中等度は殆んど上体は変化しないが初等度は
後倒し鍛練者はやや前倒している。
　未経験者，初等度は左上腕を余P大きく開かず，未経験者は左膝を深く屈げ
て振りかぶるので重心が後に掛り振りかぶりが一番小さい。
　　　　　　　　　　　　　　　－43一
　中等度は左前腕の屈げが大きく左上腕も大きく開くので振り上げが一番速く
大きく鍛練者は左膝をのばし腰を前へ出して振り上げている。
　未経験者，初等度は重心が後へ掛るが中等度，鍛練者は腰がぐっと前へ出て
振り上げている。　　　　　　・
　竹刀最高位になると未経験者，初等度，中等度は上体が前倒するが未経験者
は真直ぐ迄前倒し初等度，中等度は起りの時の上体となり未経験者は右膝を屈
げて左前腕を大きく屈げて小さく振りかぶり初等度は両膝を前にやや屈げて左
前腕を余り屈げずに左上腕を大きく開いて大きく振りかぶり鍛練者は上体は変
化せず右膝をやや屈げ左膝を伸ばし左前腕をのばし左手首を大きく屈げ前へ大
きく振りかぶっている。
　振り下ろしから打撃終了迄は未経験者は上体を真直ぐから後倒させ右大腿を
上げ右膝を深く前へ屈げ左膝も折って重心を後下に落して打撃し初等度は上体
を後倒から前倒させ両膝を屈げ，打撃終了時では伸ばして両膝を使って打撃し
ているが腰が上下に移動しているのが見られる。
　中等度は前倒から後倒して左膝を伸ばし左手首が真直ぐに伸び竹刀先が下に
落ちて打撃し鍛練者は上体は殆んど変化せず右膝をやや屈げ両膝をやや伸ばし
て打撃しているが起りの姿勢と殆んど変りない。　　・
　未経験者，初等度は上体の前後動が多く両膝を使って打撃するので重心が上
下するという悪い傾向が見られる。
　中等度は振り上げで上体は変化せず振り下ろしで前倒，打撃終了時で後倒し
て打撃するという反動を使っているがそれが大きくなく両膝がわずかに屈って
腰が前に入っている。
　鍛練者に於いては一ヒ体の前後動が殆んどなく左前腕を余り屈げず左手首と左
上腕を使い腰を前に入れ，腰の上下動が少く安定した打撃姿勢となっている。
〈2）「一歩踏み込み込んでの右小手打撃」一結果の考察一
　振り上げの段階に於いては未経験者が上体をわずかに後倒させ，右大腿を上
げ右膝屈げて後足（左足）で振り上げており初等度，中等度は上体は殆んど変
化しないが初等度は左膝を屈げ中等度は左膝をわずかに伸ばし右膝を前に屈げ
　　　　　　　　　　　　　　　一44一
て振り上げ鍛練者は上体がわずか前倒し前足（右足）をする様にして前へ送り
出している。
　竹刀最高位になると4者共上体が前倒するが未経験者は振り上げの後倒から
起りの姿勢時程度となり右足をついて膝を深く屈げ左足（後足）が後方へ流れ
左前腕を深く屈げて竹刀角度は一番大となっており，初等度は大きく前倒し両
膝を深く屈げて重心が下に落ち振りかぶりは一番小さい，中等度，鍛練者はわ
ずかに前倒するだけで右大腿をやや上げ右膝を屈げて前へわずかに送り出し上
体は殆んど同傾向で左前腕を余り屈げずに左手首を前へ出している。
　振り下ろしから打撃終了迄では未経験者は上体を真直ぐ位迄，前倒し終了時
に後倒して起りの姿勢時にもどっているが前足（右足）をついて後足（左足）
が膝を屈げて後方へ流れている。
　初等度は上体をずっと前倒させたままで右膝を深く屈げて右大肢を高く上げ
後足（左足）の膝を伸ばすがそのまま残って打撃している。
　中等度は上体を真直ぐ位迄，前倒させ終了時には起りの姿勢時，程度に後倒
させ右膝を屈げ右大腿を高く上げて振り下ろすが終了時には前方に移動して打
撃している。』
　鍛練者は除々に上体を後倒させて打撃終了時には起りの姿勢時，程度にもど
り右膝を屈げて高く上げずに前へする様に運び終了時は中等度と同傾向となっ
ている。
　全体的にみると未経験者は両膝を深く屈げ上体を後倒させて振り上げ終了時
には元の上体にも2’るが膝を深く屈げる為，重心が下に落ち後足（左足）が後
方へ流れて1本足で打撃し振りかぶりが左前腕の屈げが大きく竹刀を自分の方
へ引き付ける為，竹刀先端の動きが波を描く状態となる打撃としては悪い傾向
がみられるb
　初等度に於いては振りかぶりは小で速いが上体が前へ大きく前倒し右膝を深
く屈げ右大腿を高く上げて後足（左足）1本足で打撃し重心が上に上っている
悪い傾向を示している。中等度，鍛練者は上体の前後動が少なく打撃終了時に
は起りの姿勢に近づいているが中等度が右膝を屈げて右大腿を高く上げて前へ
　　　　　　　　　　　　　　　一45一
送り出しているが鍛練者は右膝をやや屈けてする様に前へ送り出すという重心
の上下動が少い下肢が安定した良い傾向が見られる。
（3）「その場における右小手打撃」と「一歩踏み込んでの右小手打撃」一結果の
考察一
　2動作における姿勢の角度変化に於いては，①未経験者，②初等度経験者，
③中等度経験者，④鍛練者の間には明らかな相違が見られた。
　①　未経験者
　　（／）起りの姿勢
　　　　その場における方が一歩踏み込む時より，上体がやや後倒し左脇角度
　　　は小で狭く左肘は大で伸び左小手位置が低く竹刀角度もやや小となって
　　　いる。
　　　　一歩踏み込みの方が左肘が屈り竹力の上りが速い両膝の屈りもやや大
　　　きい。
　　回　第1期　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　振り上げの段階では，その場における方が上体がわずか前に出るが一
　　　歩踏み込む時は逆にやや後倒して振り上げており，左肘の屈げがやや大
　　　である他は殆んど同じである。
　　囚　第皿期
　　　　竹刀最高位に於いては第1期より双方共，前倒するがその場における
　　　方は真直ぐになり，一歩踏み込む時はそれよりわずか後倒しているが左
　　　　脇の角度が大で大きく自分の方に引き付けて振りがぶっている。
　　　　下肢は踏み込む為両膝が深く前に屈り足幅が広く重心がやや下となっ
　　　ている。
　　目　第皿期
　　　振り下ろしの段階になるとその場の時，上体はやや後倒し，一歩踏み
　　　込みの時は変らず双方共殆んど同程度位となる。
　　　　その場の時の方が左脇角度が小で振り下ろしが速くなっている。
園　第w期
　　　　　　　　　　　　　　　一46一
　　その場の時は上体が最も後倒し左肘，左小手の伸びも速く，面の位置
　位晦り下ろして下肢は・右膝の屈｝りが大で左膝堀・ているが渉踏
　み込みの時は上体が前に真直ぐ位となり上肢はその場の時の第皿期と殆
　んど変りなく遅い下肢に於いては後足（左足）が後方へはねている。
8　第V期
　　打撃終了時に於いては，その場の時は上体は第IV期と変らず大きく後
　倒し両膝がやや前に屈り後に折れた状態であり，一歩踏み込みの時は又
　やや後倒し第期位となり，下肢の後足（左足）がはねたままである。
　　全傾向をみると振り上げに於いて一歩踏み込みの時は，大きく後倒し
　竹刀最高位でやや前に出て振り下ろしで真直ぐに立ち打撃終了時で又や
　　や後倒している。
　　　その場の時は振り上げでは殆んど変らず竹刀最高位で真直ぐに立ち，
　振り下ろしの第W期と第V期の打撃終了時に於いては大きく後倒してい
　　る。
　　　即ちその場の時の方が振り上げでは上体の動きが少いが竹刀最高から
　　振り下ろし打撃終了迄が後倒が大きく，上体を大きくそる事によって打
　　撃している。二歩踏み込みの方が振り上げの段階の上体のそりが大き
　　く，終了時はよく元の上体に近い。
②　初等度．
　e）起りの姿勢
　　　一歩踏み込む時の方が上体がやや後倒している他殆ど変りない。
　回　第1期
　　　振り上げの段階に於いては，その場の時は上体が大きく後倒するが一
　　歩踏み込みの時は変らず双方共同程度位となるが，その場の方が振り上
　　げが大きく速い。
　困　第工期
　　　竹刀最高位になると双方共上体は前に出るがその場の時はやや前に出
　　るだけで上肢の動きは大きく振りかぶりが大で頭上に水平以上となって
　　　　　　　　　　　　　　一47＿
　　おり，一歩踏み込みの時は，大きく前に上体が前倒し，振りかぶりは面
　　の位置ほどで小さい。
　目　第皿期
　　　振り下ろしになると，その場の上体はわずかに前に出る位で上肢は左
　　肘か伸び左小手は90°以内に屈っている。
　　　一歩踏み込みの時は，第11期より上肢上体が同じ様にわずか前倒した
　　程度である。
　姻　第IV期
　　　その場の時は上体が又後倒し第1期位となり左小手が90°以上に伸び
　　竹刀が真直ぐよりやや下りた位である。
　　　一歩踏み込みの時は，上体は第期と変らず左小手がやや伸びやや振り
　　下ろされただけである。
　＠　第V期
　　　打撃終了後時に於いては，その場の時は⊥体が大きく前倒するが起り
　　よりやや前位である一歩踏み込みの時は，上体は第期よりやや後倒する
　　が前倒は著しく，左脇の開きは大きく前で体が流れて打撃し，右足（前
　　足）が上って片足で打撃している。
　　　全体的にみると，一歩踏み込みの時は竹刀最高位後の上体の前倒が大
　　きく，体が前に流れるという悪い打撃姿勢となっており，速く小手先だ
　　けで打とうと振り上げが小さい。
　　　その場の時は，振り上げの時，大きく後倒し竹刀最高でやや前に出て
　　第IV期で又大きく後倒し，終了時には真直ぐ近くに上体が立つ。上体の
　　前後動揺が大きい。
③　中等度
　（1）起りの姿勢
　　　双方共一ヒ体上肢共殆んど同傾向を示している。
　回　第工期
　　　振り上げに入るとその場の時は上体をわずかに後倒させ，左肘，左小
　　　　　　　　　　　　　　一48一
　手の屈げが大きく，左脇の開きが速く大きく振り上げが速い。
　　一歩踏み込む時は上体は起りとほとんど変らず振り上げは遅い。
囚　第皿期
　　竹刀最高位になると，双方共，上体が前に出るが一歩踏み込みの方が
　　真直ぐに近くに前倒するが振りかぶりは，その場の第1期位で小さいが
　　その場の時の方は，左小手が頭上前に上げ，水平以上に振りかぶってお
　　り大きい。
　＠　第皿期
　　　振り下ろしの段階になるとその場の時は上体は第皿期と変らず，水平『
　　位に振り下ろした位で遅い。
　　　一歩踏み込みの時上体は第皿期と変らず上肢はそのままやや振り下ろ
　　した程度である。
　blt｝第IV期
　　　双方共上体がわずかに前倒するが一歩踏み込みの方がやや大きく，振
　　り下ろしは一歩踏み込みの時は面の位置迄きてやや速い。
　Pt　第V期
　　　双方共わずかに上体を後倒させて打撃終了しているがその場の時の方
　　がやや後倒し左小手左肘が伸び，左脇狭く，下で小手を打撃している。
　　　全体的にみると，未経験者，初等度に比べて上体の前後動が少く安定
　　しておりその場より一歩踏み込みの時の方が上体の動きが少い。即ち，
　　速く打撃しようと思えば体を運用した方が加速度も使え良い事が判る。
④　鍛練者
　㈲　起りの姿勢
　　　双方共殆んど変らず同傾向を示している。
　回　第1期
　　　振り上げの段階に入ると，双方共，前するが一歩踏み込みの時の方が
　　大きいが振り上げは遅くなっている。’
　斜　第皿期
　　　　　　　　　　　　　　一49一
　　　竹刀最高位になると，その場の時は上体は第期と変らず振りかぶりは
　　水平位で左小手が前に出て角度が直角以内に屈り，左肘は伸び左脇の開
　　　きが大きい。
　　　一歩踏み込みの時は上体が真直ぐ迄前に出て振りかぶりはその場程大
　　　きくない。
　＠　第皿期
　　　振り下ろしに入ると，その場の時は上体はわずかに前倒する。一歩踏
　　み込む時はわずか後倒するが，その場よりわずか前倒となっており，他
　　の上肢は殆んど同傾向である。
　鮒　期IV第
　　　その場においては，ほとんど上体は変らず一歩踏み込みの時はわずか
　　に後倒する。
　　　他の上肢の動きは殆んど同じ傾向で振り下ろしてきている。
　囚　第V期　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．
　　　打撃終了時に於いては，その場においては上体がわずかに後倒し，一
　　歩踏み込みに於いては，後倒するがその場よりやや大きくド打撃点がや
　　や高い。
　　　全体的にみると，反射動作が有効に現われて合理的な打撃姿勢となっ
　　ており，双方共，ややt歩踏み込みの方が振りかぶりの時上体がが大き
　　　く前倒し打撃終了時の後倒がやや大きい他は殆んど上肢の動きも同傾向
　　　を示し，その場の時と一歩踏み込み時との差異が少ないという鍛練効果
　　　が見られた。
　　　　　　　　　　　　　〔V〕総　　括
測定結果に対する考察を総括してみると，鍛練度の相違により次の事項が明
らかになった。
工）上体の変化過程をみると，各動作共，鍛練者は上肢の振り上げ，振り下ろ
　しの動きとは逆に上体角度が変化し，一種の姿勢反射で合理的に打撃してい
　　　　　　　　　　　　　　　一50一
　る。又左小手の角度変化に於いても鍛練者は左右挙の挺子の作用による「手
　の内」で打撃しているのに対し，未経験者及び熟練度の低い者は左右の挙を
　唯下方に落したまま打撃している。
Ir）移動打撃の下肢の状態をみると未経験者及び熟練度の低い者は，振りかぶ
　る時に両膝が大きく屈曲し，重心も落ちて，打撃時には左下肢が後方に残り，
　腰部を中心に重心が上下，前後に流れ，上体と下肢の作用もアンバランスで
　不安定な打撃をしているのに対して，鍛練者は，上肢の動作に伴う上体の作
　用に下肢が合理的に屈曲され，全過程，安定した下肢の開きをしている。
皿）上肢に於いては，全動作共，未経験者及び熟練度の低い者は振りかぶりが
　小さく振下ろしに時間がかかっている。
　　鍛練者は振りかぶる過程は比較的遅いが振り下ろす過程は速い。
　wこれ等の結果は全て鍛練度による相違で，鍛練者の方が合理的な反射的動
　作で，一歩踏み込む移動もスムースであり，「手の内」の締めも有効で，更
　に相手に対して体をくずさず迅速に打撃している。
　　又，鍛練者は次の動作に対しても常に有効な姿勢を示している事を現わし
　ている。
　　尚，当測定及び考察に関し，東京教育大学，坪井三郎助教授の御指導，御
　校正を賜ったことを感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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